資料5-2-3
看護学科における教育評価の指針
１．教育評価の目的

教育評価は、教育の改善を目的とした活動であり、FDの一環として位置づけられる。本来、教育評価は、教員が自身の教育実践を相対化し具体的な出来事や結果をとらえなおすことを通して、教育者としての在り方を問うという意味がある。教員それぞれが自己の教育観に立ち返り、評価のための評価ではなく、評価から始まる教育の意味を重く受けとめ、今後の教育実践に役立つ教育評価に取り組みたい。

２．教育評価の構成

本学科における教育評価の構成を図１に示す。

教育評価には、カリキュラム評価と授業評価が含まれる。ここで言う教育評価とは、本学科の教育目的・目標（大学の教育目標―医学部の理念を基盤とする）から立ち上がるカリキュラムと授業科目について、教育の実施状況と学生（卒業生も含めて）の反応から、教育の成果と課題を客観的に明らかにすることである。










３．教育評価の種類と実施

1)教育評価の種類

　教育評価の種類は、以下の通りである。

　①授業評価：専門科目の授業科目責任者が、それぞれの評価方法によって、実施した授業の成果や課題を明らかにする。カリキュラム部会は、年度末に全専門科目の授業評価をとりまとめ、冊子「Course Evaluation」を発行する。

　②カリキュラム評価

　　a. 在校生の学習状況に基づくカリキュラム評価

　　　 ・看護学科各部会の企画による評価検討会（適時開催）

　　　 ・卒業時学生に対する調査（毎年度実施）･･･冊子「Course Evaluation」に掲載
　　b. 卒業生・就職先指導者によるカリキュラム評価（適時実施）

　　　 ・卒業生に対する調査

　　　 ・就職先の指導者に対する調査

2)教育評価の実施

これらの教育評価の実施は、図２に示すように、大学―医学部―看護学科の中期目標・中期計画、認証評価、法人評価、自己点検評価、教員評価に基づき、組織的にすすめられる。

また、看護学科内での教育評価は、カリキュラム部会が年間計画を立案し、学科内に周知することにより計画的にすすめる。













（出典：平成16年10月看護学科作成）
看護学科の教育目的・教育目標





医学部の理念





大分大学の教育目標





【教育目的】人々が心身共に健康な生活を営めるよう、適切な看護を行うことができる専門的知識と技術の修得を促し、看護学の発展と保健・医療・福祉の向上、ひいては国際社会への貢献ができるよう、豊かな人間性を備えた人材を育成する。


【教育目標】


1.看護の専門職として求められる人間的成長をはかり、生命の尊厳を理解し、人権を尊重して行動できる。


2.看護に関する専門的知識と技術を修得することによって、個人とその家族、または集団の健康問題に適切に、かつ、柔軟に対応できる。


3.看護学を基盤とした実践、教育及び研究の場において、社会における看護の役割と責務を自覚し、行動することができる。


4.看護専門職として、将来、国際的にも学際的にも活躍し、社会に貢献することができる。





教養教育科目





専門基礎科目





専門科目





【カリキュラム】





授業評価
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図１　教育評価の構成
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大分大学の中期目標・計画／認証評価／法人評価／自己点検評価／教員評価





看護学科の中期目標・計画
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図２　教育評価の実施





医学部の中期目標・計画








